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１１ ははじじ めめにに

日常生活において 、 聞こ え の役割には次のよ う な こ と があり ま す。

① 安全確認： 近づいて く る 危険な 音を 聞いて 安全を 守る

② 状況判断： 身近な 音で 状況を 判断する

③ 意思疎通： 音声言語で 話し 合う

④ 情緒安定： 音楽な ど で 心を 落ち 着ける

⑤ 人間関係： 音声言語で 会話し 人間関係を 保つ

⑥ 情報収集： 話を 聞く な ど 会話の中で 情報を 集める

⑦ 集団参加： 会話する こ と によ っ て 集団に参加する

聴覚障がいと は、「 耳が聞こ え な い」、「 耳が聞こ え に く い」、「 耳が遠い」 と

呼ばれる 状態のこ と を いいま す。

厚生労働省の「 福祉行政報告例（ 令和３ 年度）」 に よ る と 、 聴覚・ 平衡機能

障がいの身体障害者手帳所持者は、 約 4４ 万人で す。

「 人と 比べて 聞こ え づら い」 と いう 判断は、 本人には難し いた め、 自分の

聴覚機能の低さ に気付かず手帳を 取得し て いな い人や加齢によ る 「 老人性難

聴」 の方は、 こ の数に含ま れて いな いた め、 実際に聴覚障がいに 悩ま さ れて

いる 人数は、 さ ら に多く の人数にな る と 考え ら れま す。

全国障害者ス ポーツ 大会で 聴覚障がいのある 人が出場で き る 競技には、「 陸

上競技」、「 水泳」、「 ア ーチ ェ リ ー」、「 卓球」、「 フ ラ イ ン グディ ス ク 」、「 バレ

ーボール」 があ り ま す。

第第９９ 章章 聴聴覚覚障障ががいいののああるる 人人ににつついいてて
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２２ 聴聴覚覚障障ががいいとと はは

（（ １１ ）） 耳耳のの仕仕組組みみとと 伝伝わわりり 方方

「 耳」 の仕組みは、 大き く 分けて 外外耳耳、、 中中耳耳、、 内内耳耳の三つの部分に 分け

ら れま す。 音は、 空気振動と し て 外耳に 伝わり 、 中耳に ある 鼓膜が振動する

こ と で （ 伝音） 、 内耳に 伝わり 、 感覚神経によ っ て 電気信号に変換さ れ、 脳

に送ら れま す（ 感音） 。 そ のよ う な 流れを 経て 、 音と し て 認識さ れま す。

耳介→ 外耳道→ 鼓膜→ 耳小骨→ 蝸牛→ 聴神経

音 を 集 め

る 。

音 を 鼓 膜 に

導く 。

音 を 受 け て

薄 い 膜 が 振

動す る 。

「 つ ち 」「 き

ぬた 」「 あ ぶ

み 」 と い う

三 つ の 骨 が

鼓 膜 の 振 動

を 内 耳 に 伝

え る 。

リ ン パ 液 で 満

た さ れて お り 、

音 の 振 動 を 電

気 信 号 に 変 え

る 。

電 気 信 号 に な っ

た 音 を 脳 に 伝 え

る 。
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（（ ２２ ）） 聴聴覚覚障障ががいいのの種種類類

聴覚障がいは、 大き く 二種類に分けら れま す。 そ れぞれの聴覚障がいの状

況は、 大き く 異な り ま す。

伝伝音音性性難難聴聴

外耳、 中耳の障がいによ る も の。

音そ のも のが伝わり にく く な っ て いる ので 、 音が小さ く 聞こ

え ま す。 感覚系に 障がいはな い ので 、 歪みな ど はな く 、 補聴器

な ど で 音を 増幅すれば明瞭に聞こ え る 場合も あり ま す。

感感音音性性難難聴聴

内耳、 聴神経、 脳の障がいによ る も の。

老人性難聴も こ の一種で す。

音が歪んだ り 、 響い た り し て 、 はっ き り と 聞き 取る こ と が難

し く 、 補聴器な ど で 音を 大き く し て も 、 あま り 効果が得ら れま

せん。

混混合合性性難難聴聴 伝音性難聴と 感音性難聴の両方に よ る も の。

（（ ３３ ）） 聴聴覚覚障障ががいいののああるる 人人ににつついいてて

聴覚障がいの発生時期やコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 手段によ っ て 大ま かに区分さ

れま すが、 聞こ え の程度は人に よ っ て 様々で 、 一概に分類する こ と は非常に

困難で す。

※ 「 難聴者」 と 「 中途失聴者」 の両方を 含む広い意味で 「 難聴者」 と いう

場合があり ま す。

失聴時期に

よ る 区分

先先天天性性

難難聴聴
出生時、 又は音声言語獲得前に聞こ え な く な っ た 状態。

後後天天性性

難難聴聴

音声言語を 獲得し た 後に 聞こ え な く な っ た 状態。 全く

聞こ え な く て も 、発話がで き る 人が比較的多いで す。中途

失聴と も 呼ばれま す。

コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン

手段によ る

区分

ろろ うう 者者
音声言語を 習得する 前に 失聴し た 人。 多く は手話を 第

一言語と し て いま す。

難難聴聴者者

聞こ え に く いけれど 、ま だ 聴力が残っ て いる 人。補聴器

を 使っ て 会話で き る 人から 、 わずかな 音し か入ら な い 難

聴者ま で 様々で す。

中中途途

失失聴聴者者

音声言語を 習得し た 後に 聞こ え な く な っ た 人。 全く 聞

こ え な い人で も 話すこ と がで き る こ と が多いで す。
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（（ ４４ ）） 聞聞ここ ええ のの程程度度とと 聴聴力力レレ ベベルル

聞こ え の程度は「 聴力レ ベル」 で 表し ま す。 聴力レ ベルは聞き 取る こ と の

で き る 最も 小さ な 音を いいま す。

３３ 聴聴覚覚障障ががいいのの特特徴徴

（（ １１ ）） 外外見見かからら はは分分かかりり ににくく いい。。

外見から は分かり にく く 、 聴覚障がいがある こ と を 隠し て いる 人も いま

す。 そ のた め、 聞こ え て いる も のと 思われた り 、 挨拶を し た のに 返事を し な

いと 誤解を 受けた り 、 困っ て いる こ と に 気付かれにく く 、 周囲から の助けを

借り にく い面があっ た り し ま す。

ま た 、 本当は分かっ て いな いのにそ の場の雰囲気で う な ずいて し ま う な

ど 、 人と 話を する のに大変な 労力を 使いま す。 そ のた め、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ン に不安や困難さ を 抱え て いる 人も 多く 、 周囲と の関わり を 次第に避ける よ

う にな っ て し ま う 場合も あり ま す。

（（ ２２ ）） 危危険険をを 察察知知しし ににくく いい。。

聴覚障がいのある 人が道を 歩く と き 、 近づいて く る 車の音や、 危険を 知ら

せる 警報音が聞こ え な い、 又は聞こ え に く く 、 危険を 察知し にく い状態に あ

り ま す。 こ のた め、 災害の時に は、 視覚障がいのある 人よ り も 、 聴覚障がい

のある 人の方が、 犠牲に な り やすいと 言われて いま す。 そ のよ う な 生活に 必

要な 音を 知ら せる た めに 、 聴導犬が活躍し て いま す。
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４４ 聴聴覚覚障障ががいいののああるる 人人へへのの理理解解

（（ １１ ）） 聴聴覚覚障障ががいいののああるる 人人＝＝手手話話でで ははなな いい。。

聴覚障がいと いう と 「 手話」 を 思い浮かべがち で すが、 全て の聴覚障がい

のある 人が手話を 使う わけで はあり ま せん。 手話は言語な ので 、 特に言語習

得後に聴力を 失っ た 中途失聴者・ 難聴者は、 手話で 不自由な く コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン がと れる よ う にな る ま で に、 多く の時間と 努力が必要にな り ま す。 そ

のた め、 中途失聴者・ 難聴者の中には、 手話が全く 分から な い人も いま す。

聴覚障がいのある 人の内、手話を 使え る 人は１ ９ ％未満（ 厚生労働省｢身体

障害児・ 者実態調査｣（ 平成１ ８ 年） ） と いわれて いま す。

（（ ２２ ）） 話話せせるる 人人がが聞聞ここ ええ てて いいるる とと はは限限らら なな いい。。

（ １ ） で 記載し た よ う に、 聴覚障がいのある 人＝手話で はな く 、 コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン 方法は様々で す。 中には、 聞こ え て いる 人と 同じ よ う に話がで き

る 方も いま すので 、 そ のよ う な 人は、 聞こ え な いと いう こ と への周囲から の

理解が得にく く 、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に すれ違いが生じ て し ま う こ と があ り

ま す。

本人が話せる から と いっ て 、 聞こ え て いる わけで はな いこ と を 理解し 、 音

声だ けで な く 、 文字や身振り な ど 視覚的情報を 交え て 話す内容を 伝え る よ う

にし ま し ょ う 。

５５ いいろろ いいろろ なな ココ ミミ ュュ ニニケケーーシシ ョョ ンン

聴覚障がいのある 人は様々な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 方法を 使用し ま す。 こ こ

で は、 聴覚障がいのある 人がど のよ う な 手段を 用いて 音声情報を 得て いる の

か、 主な も のを 紹介し ま す。 多く の人は、 こ こ で 紹介する コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ン 手段を 複数使用し 、 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を と っ て いま す。

（（ １１ ）） 補補聴聴器器

補聴器と は、 音を 大き く 増幅し て 耳に 伝え る 機器で す。 少し で も 聴力が残

っ て いる 聴覚障がい者は、 補聴器で 音を 大き く し て 、 残存聴力を 最大限に 使

いま す。

補聴器を つけて いる から と いっ て 、 完全に聞こ え る と いう わけで はあり ま

せん。 周囲の音を 大き く し 、 「 音」 と し て 認識で き る よ う にする も のな の

で 、 危険を 察知する た めだ けに 使用し て いる 人も た く さ んいま す。 伝音性難

聴の人に は効果的で すが、 音の歪みを 補正する も ので はな いた め、 感音性難

聴の人に 対し て は効果を 発揮し にく いと いう 特徴があり ま す。 た だ し 、 いず
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れの場合も 、 周囲の騒音も 一緒に増幅し て し ま う た め、 騒がし いと こ ろ や音

が響き やすいと こ ろ で は、 効果を 発揮し ま せん。

補聴器にはいろ いろ な 種類があり 、 医師な ど の専門家によ る 調整を 経て 装

用し ま す。

【 補聴器の種類】

最近は、 いろ いろ な 種類の補聴器があり ま す。 皆さ んは知っ て いま し た か？

（（ ２２ ）） 人人工工内内耳耳

人工内耳は、 内耳に電極を 埋め込み、 聴神経を 直に電気的に刺激し て 音の

情報を 大脳に届ける 装置で す。 近年装用者が増え て いま すが、 こ ち ら も 補聴

器同様、 完全に 音を 「 言葉」 と し て 認識で き る よ う にする も ので はあり ま せ

ん。

【 ヒ ア リ ン グループ と は…】

人工内耳や補聴器を 使っ て いる 人にと っ て 、 ヒ ア リ ン グ ループ はすご く 便利

な も ので す。

マ イ ク に 入っ た 音だ けを 人工内耳や補聴器に直接届ける た めの装置で 、 マ イ

ク に入る 音だ けを 大き く する こ と がで き ま す。 周り の騒音や他の音ま で 一緒に

大き く な ら ずに、 必要な 音だ け聞こ え やすく し ま す。

ち な みに 、 補聴器に は、 「 Ｔ 」 と 「 Ｍ 」 と い う ス イ ッ チ があ り 、 そ れぞ れ

「 Tel ephone」 と 「 Mi ke」 の頭文字から 来て いま す。 ス イ ッ チ を Ｔ にし た ら 、 ヒ

ア リ ン グ ループ に 対応で き ま す。 こ れがあ っ た ら 、 マ イ ク を 使う 会議や講演会

で 役に立ち ま すね。Ｍは通常の聞こ え 方のと き で 、マ イ ク の音だ けで はな く て 、

周り の音が大き く 聞こ え ま す。

こ んな 風に、 聴覚障がいのある 人がよ り 情報を 得やすく な る よ う 、 いろ いろ

な 工夫がさ れて いま す。

耳あ な 形 耳かけ形 めがね形 ポケ ッ ト 形
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（（ ３３ ）） 手手話話

手話は、 手、 身体、 表情な ど を 使っ て 表すも ので 、 聴覚障がい者の集団の

中から 自然発生的に生ま れた 言語で す。 日本語と は異な る 独自の文法や言葉

の意味を 持ち 、 こ のよ う な 手話を 「 日本手話」 と いいま す。

ま た 一方で 、 日本語文法に則っ た 手話を 「 日本語対応手話」 と いいま す。

手話は世界共通で はな く 、 国に よ っ て も 異な り ま す。

（（ ４４ ）） 読読
ど く

話話
わ

・・ 口口話話
こ う わ

読話と は、 口(唇、 歯、 舌、 あご ) の動き や顔の表情な ど から 話の内容を 理

解する こ と で す。 知ら な い言葉や予想と 異な る こ と を 言われた 場合には読み

取れま せん。 ま た 、 口の動き が同じ 言葉は理解し にく く な り ま す。

読話に発話（ 発声） を 組み合わせた 意思伝達方法を 「 口話｣と いいま す。

【 間違え て 伝わり やすい単語】

（ 例） ゆびわ （ →う ち わ、 う き わ）

た ま ご （ →タ バコ 、 な ま こ ）

（（ ５５ ）） 筆筆談談

話を する 人が、 自分の発言を 口で 話す代わり に 文字で 書き 、 コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 図る 手段のこ と で す。

（（ ６６ ）） 要要約約筆筆記記

発言者の話し た 内容を そ の場で 文字に し て 伝え る 手段のこ と で 、いわば「 文

字によ る 同時通訳｣で す。 手書き で 行う 方法や、パソ コ ン を 使っ て 行う 方法な

ど があり ま す。
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【 筆談と 要約筆記の違いっ て ？】

「「 筆筆談談」」 は、 話話すす人人がが自自分分のの言言いいたた いいここ とと をを 書書いいてて 伝伝ええ るる 手手段段で す。 筆談

を する 人自身も 会話に参加し て いる と いう こ と に な り ま す。

「「 要要約約筆筆記記」」 は、 話す人の話の内容を 、 聞聞くく 人人のの耳耳のの代代わわりり にに、、 そそ のの場場でで

要要約約しし てて 、、 文文字字でで 伝伝ええ るる ここ とと で す。 要約筆記を する 人は、 話す人の言葉を 文

字にし て 伝え る 第第三三者者と いう こ と にな り ま す。

筆談 要約筆記

筆談 要約筆記

① 伝え る 内容 自分の伝え た いこ と を 書く 話さ れた 内容を 要約し て 書く

② 伝え る 速さ 自分と 相手のペース で 書く 話し 手のペース に追いつく

③ 自分の意思 自分の意思が入る 自分の意思が入ら な い

④ 自分の立場 主体的立場 客観的立場

⑤ 表現の方法 表現は自由（ 読みやすく ） 書き 方に ルールがある

⑥ 資格の有無 誰で も で き る 資格が必要

（（ ７７ ）） トト ーータタ ルルココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン

こ れま で 紹介し た 様々な コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 方法を 、 そ の人の条件やそ

の場の状況な ど に応じ て 最も よ い方法を 選択し 、 組み合わせて 効果を 高め

る こ と を 、 ト ータ ルコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン と いいま す。 多く の聴覚障がいの

ある 人は、 こ れま で 紹介し た 様々な 方法のど れか一つだ けに 頼る ので はな

く 、 複数のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 手段を 組み合わせて 使用し て いま す。
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【 他にも 、 こ のよ う な 不自由が考え ら れま す。 】

場面 具体例

買物
・ 販売員の商品説明が分から な い

・ 販売員に質問し て も 分かっ て も ら え な い

娯楽施設
・ 係員の説明が分から な い

・ 場内放送が聞こ え な い

宿泊施設

・ 部屋から フ ロ ン ト に連絡がで き な い

・ ド ア を ノ ッ ク さ れて も 分から な い

・ 緊急時の放送が聞こ え な い（ 緊急時の避難に不安を 感じ る ）

レ ス ト ラ ン

電車・ バス

飛行機

・ メ ニ ュ ーや食事の説明が分から な い

・ ド ラ イ ブ ス ルーで 注文がで き な い

・ ホ ームや車内（ 機内） ア ナウン ス 、 緊急放送が分から な い

・ 出発のベル（ ア ナウン ス ） が分から な い

病院

・ 受付で 名前を 呼ばれて も 分から な い

・ 診察で 自分の症状を う ま く 伝え ら れな い

・ 医師や看護師の説明や問いかけが分から な い

地域・

家庭生活

・ 「 挨拶し た のに返事がな い」 な ど と 誤解を 受けやすい

・ チ ャ イ ムが鳴っ て も 分から な い

・ 家族の間で 共通のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が得ら れな い

職場

・ 周囲が忙し そ う な と き 、 顔を 向き 合わせた 会話を 求めにく い

ので 、 分から な いこ と を 聞き にく い

・ 朝礼や会議で 何が話さ れて いる のか分から な い

・ 仕事上で の悩みや困っ て いる こ と を 相談で き な い

学校

・ 黒板や教科書の文字を 読むだ けにな る

・ 討議や議論に 参加し に く い（ 発言者が誰か分から な い）

・ 友人がな ぜ笑っ て いる のか分から ず疎外感を 受ける

共通
・ 目と 目を 合わせて コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン する こ と を な かな か理

解し て も ら え な い

※ 例え ば、 イ ヤホ ン を つけて 音楽を かけ、 周囲の音を 聞き 取り に く い状態に

する こ と で 、 聴覚障がいのある 人が置かれて いる 状況を 模擬体験する こ と が

で き ま す。

６６ ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン ののポポイイ ンン トト

（（ １１ ）） 視視覚覚でで 伝伝ええ るる よよ うう 工工夫夫しし まま しし ょょ うう 。。

聴覚障がいのある 人は、 視覚から の情報によ り 他者と コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン

を と り ま す。 ジ ェ ス チ ャ ーを 交え た り 筆談を し た り する な ど 、 目で 見て 分か

る よ う な 工夫を し ま し ょ う 。 相手に確実に伝え る には、 文字と し て 伝え る の
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が最も 効果的で す。 各競技会場には様々な 情報支援のツ ールが用意さ れて い

ま すが、も し 手元に ホ ワイ ト ボード や紙な ど の情報を 伝え る 物がな い場合は、

携帯電話に直接入力する な ど の方法で も かま いま せん。

（（ ２２ ）） 正正面面かからら 話話しし かかけけまま しし ょょ うう 。。

後方な ど 、 見え な い位置から 話し かけて も 、 聴覚障がいのある 人は気が付

き ま せん。 相手の見え る 場所に 立ち 、 ア イ コ ン タ ク ト や 頷
う なず

き な ど の簡単な

合図を し て 話し かけま し ょ う 。 ま た 、 聴覚障がいのある 人は、 口の動き （ ＝

口形） を 読むこ と で 情報を よ り 正確に認識する こ と がで き ま す。 た だ し 、 口

の動き が分かる から と 言っ て 、 言いた いこ と が伝わっ て いる と は限ら な いの

で 、 相手の表情な ど を 見て 、 反応を 確認し な がら 話し ま し ょ う 。

（（ ３３ ）） 大大きき なな 声声でで 話話しし かかけけなな いいよよ うう ににしし まま しし ょょ うう 。。

聴覚障がいのある 人に は、 大き な 声で 話し かける のがよ い、 と 考え て し ま

いがち で すが、 必ずし も そ う で はあり ま せん。 聴覚障がいには、 大き な 音に

敏感にな り 、 かえ っ て 不快に感じ て し ま う と いう 特徴があり ま す。 ま た 、

「 音と し て 聞き 取れる 」 けれど も 「 言葉と し て 認識で き な い」 こ と も あり 、

障がいの状態は人によ っ て 様々で 、 聞こ え 方も 違いま す。 必要以上に大き な

声で 話し かけな いよ う に し ま し ょ う 。

（（ ４４ ）） 様様々々なな ココ ミミ ュュ ニニ ケケーーシシ ョョ ンン 方方法法をを 用用いいまま しし ょょ うう 。。

伝え た いこ と が伝わっ て いる のか注意し な がら 、 自然な 速さ で 、 はっ き り

と 話を し ま し ょ う 。 （ ゆっ く り すぎ る と 、 かえ っ て 伝わり にく く な る こ と も

あり ま す。 ） も し 、 相手に伝わっ て いな いと 感じ た ら 、 表現方法を 変え る な

ど 、 相手に伝え る 工夫を し ま し ょ う 。

仮に 手話を 使う こ と がで き な く て も 、 ジ ェ ス チ ャ ーや筆談な ど の様々な コ

ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 方法を 積極的に用いて 、 相手に 伝え る 工夫を し ま し ょ う 。

そ の際も 、 口形は忘れな いよ う にし ま し ょ う 。 ま た 、 ス マ ート フ ォ ン やタ ブ

レ ッ ト 等の普及で 聴覚障がい者と のコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を サポート する 、

「 Ｕ Ｄ
ユーディ ー

ト ーク 」 や「 こ え と ら 」 な ど 、 会話を 文字化する ア プ リ ケ ーシ ョ ン

も 活用さ れて き て いま す。

77


